
教室等
スペースの
区切りを可
動式にする

1クラス40～35人
がタブレット使
用可能な広さで1
学年3～4クラス

教職員・児童生徒・保護者
が学習や学校生活にのみ使
える専用端末を用意し、セ
キュリティの付いたWi-Fi
を通して接続する

個性を
伸ばす

体験する場
を設ける

ロッカー
（金庫）

地域の特徴

地域の拠点

登下校が
便利

実現に 向けた学

※今回説明のあった「新しい時代の学びを実現する学校施設」や前回の協議「学校の適正な配置や規模」を踏まえて

適正な学校の配置や規模を考える上で大切にすべきことや配慮すべきこと。た学校

尾道教育の目指す学校像

距離
地域の特性
（島・山間部）

集団生活が
可能な人数

1クラスの
児童数を
少なくする

安全安心な
学習環境Ａグループ

尾道教育の目指す子ども像

集団
コミュニ
ケーション

オンライン
学習

義務教育
とは

次期学習
指導要領



コミュニケー
ション能力
が養える人
類数
（ある程度）

多様な
子ども

安全

配置について

安全な距離
（通学）

規模
柔軟に
(人数のみ
でなく)

配置につい
て
地域の状況
（文化
歴史）

関係が見
える規模

特色の
創造
（学校）

実現に 向けた学

※今回説明のあった「新しい時代の学びを実現する学校施設」や前回の協議「学校の適正な配置や規模」を踏まえて

適正な学校の配置や規模を考える上で大切にすべきことや配慮すべきこと。た学校

尾道教育の目指す学校像

安心

手厚い支援

サポート

災害対応
(避難所を
想定)

通学距離
経路

交通機関
地理的条件

Ｂグループ

尾道教育の目指す子ども像

地域の
教 育 と の
関係
（小中高）

中学校
ブロック
(見直しを
含めて)

通学時間

安全

思いやり

地域の
つながり

配置につい
て
施設の耐久
状況

児童生徒数！

教育水準の
確保
機会均等

防災



学校立地の
安全性
まずは子ども
達の命を守る

・島
・山間部
(地域性）

尾道ならで
はの教育内
容づくり

先生の負荷が
適切な程度
生徒に目が行
き届く

リフォーム的
発想
(実現可能性)

今ある施設をど
う活用していく
か？
例 空き教室を
活かしてワーキ
ングスペースを
作る

基本の
規模の
確保

実現に 向けた学

※今回説明のあった「新しい時代の学びを実現する学校施設」や前回の協議「学校の適正な配置や規模」を踏まえて

適正な学校の配置や規模を考える上で大切にすべきことや配慮すべきこと。た学校

尾道教育の目指す学校像

防災上の
拠点性

①安全

②活用

尾道の特異な
環 境 を ポ ジ
ティブにとら
えられる
統合
規模感

②地域特性
Ｃグループ

尾道教育の目指す子ども像

多様性
可変性



少人数
20人

多様な学び
に対応でき
る学校
広さ 構造

地域の方が入
れる建物
( コ ミ ュ ニ
ティ)

地域の集合/
防災拠点と
なる学校(複
合施設化)

不登校児童・
生徒への対応
「 校 内 セ ン
ター」

職場環境

ＩＴ化
Ｗi-Ｆi
オンライン

実現に 向けた学

※今回説明のあった「新しい時代の学びを実現する学校施設」や前回の協議「学校の適正な配置や規模」を踏まえて

適正な学校の配置や規模を考える上で大切にすべきことや配慮すべきこと。た学校

尾道教育の目指す学校像

将来を見す
えて建てる
ことが大切

温かみのある校舎

〈新築〉

〈改修〉

学校図書
館の充実

放課後児童
クラブの充実
学校内への
設置

小規模校には
地域コミュニ
ティー施設
必要

中学校校舎
を活用

広い

距離は配慮
放課後 部活

小中一緒

Ｄグループ

尾道教育の目指す子ども像

小中一貫

防災を
考えて


